
第
二
巻

研
　
究
　
　
支
那
に
於
け
ろ
近
世
火
器
の
傳
來
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號

支
那
に
於
け
る
近
世
火
器
の
智
者
に
就
て
（
下
）

三
四
　
（
五
八
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
士
　
矢
　
野
　
仁
’
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遷
就
叫
則
登
無
二
不
レ
中
者
一
云
々
ご
言
っ
て
あ
る
、
有
筒
式

　
佛
郎
機
銃
砲
の
傳
來
以
前
に
支
那
に
あ
っ
沈
二
種
類
の
　
銅
鐵
製
銃
砲
の
攻
器
憤
激
ざ
し
て
効
力
が
あ
る
に
反
し

火
器
の
中
、
日
つ
は
上
に
述
べ
π
様
に
、
石
弾
を
髪
産
す
　
て
、
帥
機
火
鎗
は
戦
塞
即
ち
行
軍
の
利
器
こ
し
て
効
力
が

る
筒
状
の
論
叢
製
繊
銃
で
あ
る
が
、
一
つ
は
憩
機
火
鎗
ご
　
あ
っ
花
も
の
、
模
で
あ
る
・
此
帥
機
火
鎗
は
何
時
か
ら
支

云
ふ
も
の
で
あ
る
、
こ
れ
は
鐵
を
以
て
矢
鎌
こ
な
し
、
火
　
那
に
あ
る
様
に
な
っ
た
か
・
明
史
兵
志
に
至
下
明
成
紺
挙
二

を
以
て
之
、
観
す
る
も
の
で
、
聲
が
聞
発
射
含
、
交
趾
奮
纏
鎗
畷
登
蓉
二
念
機
零
屋
の
文
あ
－
・

矢
が
既
に
断
て
居
る
ご
云
ふ
非
常
な
快
速
力
を
有
す
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
南
伐
の
時
に
得
π
の
が
始
ま
り
の
様
に
考
へ
ら
る
、

の
で
あ
る
、
大
學
一
義
補
に
、
蓋
士
卒
執
二
此
鎗
一
而
用
レ
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
、
大
日
論
義
補
に
永
樂
中
日
交
を
李
乱
し
た
時
に
得
忙

也
、
人
一
三
茎
臨
レ
時
自
一
雨
レ
藥
、
一
登
之
後
倉
卒
無
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帥
機
火
炉
は
尤
も
巧
妙
で
あ
る
ご
言
っ
て
あ
る
が
、
帥
機

似
縫
一
レ
之
、
敵
知
二
田
子
町
凡
臨
二
職
陣
｝
必
伏
二
其
身
門
侯
二
我

火
登
聲
聞
之
後
嚇
即
衝
突
凍
・
請
自
レ
今
以
後
、
凡
火
燕
手
　
火
面
は
此
時
に
始
め
て
得
把
も
の
で
あ
る
ご
は
言
っ
て
な

必
五
人
爲
）
伍
、
二
二
其
中
｝
揮
二
人
或
二
人
、
心
土
而
手
　
い
、
前
に
述
べ
把
様
に
紫
野
二
十
一
年
三
月
前
英
が
火
銃

捷
、
零
丁
者
↓
專
司
二
持
放
一
驚
三
四
人
者
互
爲
二
實
藥
嚇
欝
欝
　
神
機
箭
を
以
て
思
倫
登
の
象
陣
を
防
禦
し
た
こ
定
が
皇
明

認
遙
、
專
鉾
二
人
司
放
或
高
或
下
、
或
左
或
右
、
機
レ
慮
實
録
に
見
ね
、
永
樂
四
年
＋
二
月
張
輔
が
脚
機
火
器
を
以



“

て
図
南
の
象
軍
を
撃
破
し
た
こ
ご
が
、
明
豊
張
輔
の
傳
に

見
ね
て
居
る
、
張
輔
が
安
衛
の
象
軍
を
破
つ
把
織
機
火
器

は
安
南
の
紳
機
火
鎗
を
直
ち
に
利
用
し
陀
も
の
こ
は
考
へ

ら
れ
な
い
、
紳
機
火
箭
な
り
、
神
機
火
器
な
り
、
安
物
か

ら
傳
は
つ
た
憩
貰
火
鎗
ご
、
ご
れ
程
の
蓮
ひ
は
あ
っ
た
か
、

兎
も
角
逸
機
火
鎗
が
安
南
か
ら
傳
は
る
前
に
、
既
に
支
那

に
脚
機
ご
云
ふ
名
の
つ
い
π
火
器
の
有
つ
陀
こ
ご
は
明
か

で
あ
る
、
武
備
志
の
喜
喜
’
武
備
志
巷
一
百
二
十
六
軍
資

戦
火
火
器
圖
説
五
）
に
見
ぬ
π
る
憩
機
箭
は
、
成
岨
が
灘

南
を
李
げ
て
得
把
も
の
で
あ
る
ご
言
っ
て
書
い
て
あ
る
藤

鎗
ご
、
匿
別
し
て
あ
る
こ
こ
か
ら
考
へ
る
ご
、
未
だ
安
南

の
紳
漁
火
鎗
が
傳
は
ら
な
い
前
よ
り
あ
っ
元
も
の
、
様
に

思
は
れ
る
が
、
そ
れ
は
大
き
な
竹
筒
に
、
二
筋
或
は
三
筋

の
蠕
動
附
き
の
箭
即
ち
火
箭
を
入
れ
て
、
同
時
に
螢
射
し

元
も
の
＼
様
で
、
武
備
志
に
見
ぬ
て
居
る
種
々
の
火
箭
ご

同
榛
に
、
火
藥
の
カ
に
依
っ
て
蚕
射
し
π
も
の
ε
考
へ
る

外
は
な
い
、
聖
衆
を
季
げ
て
得
元
榊
鎗
ご
云
ふ
も
の
も
，

筒
の
中
に
一
筋
の
箭
を
入
れ
て
爽
射
す
る
も
の
で
あ
る
，

前
に
引
用
し
π
大
仁
術
県
単
の
文
は
、
只
だ
悪
魔
人
製
造

の
府
立
は
尤
も
巧
妙
な
の
で
内
灘
に
命
じ
て
其
法
に
徴
っ

て
偽
造
せ
し
め
な
こ
ご
を
述
べ
π
も
の
で
、
安
寧
人
製
造

の
火
槍
を
得
把
る
爲
め
、
特
に
憩
機
螢
を
概
い
犯
ご
云
ふ

意
味
で
あ
る
ご
は
考
へ
ら
れ
な
い
、
若
し
安
甫
よ
り
得
た

の
が
神
機
火
槍
の
始
ま
り
で
、
紳
機
螢
は
之
が
爲
め
に
始

め
て
設
け
ら
れ
だ
こ
云
ふ
意
昧
な
ら
ば
、
丘
溶
が
漠
然
ご

風
戸
は
何
時
誰
の
手
に
依
っ
て
創
製
さ
れ
た
も
の
か
分
ら

瀕
、
階
唐
以
後
守
る
時
代
に
西
域
よ
り
傳
來
し
に
も
の
で

あ
ら
う
な
ご
≧
言
ふ
筈
は
な
い
、
だ
か
ら
淋
機
火
鎗
が
未

だ
安
南
か
ら
支
那
に
傳
は
ら
な
い
前
に
、
既
に
紳
導
火
鎗
、

或
は
同
機
火
鎗
ご
言
は
な
か
っ
た
迄
も
、
画
嚢
ご
名
の
つ

い
把
箭
或
は
火
器
が
あ
っ
て
、
之
れ
を
隷
面
す
る
爲
め
の

紳
機
螢
も
設
け
ら
れ
て
居
た
も
の
ご
想
像
せ
ざ
る
を
得
な

第
　
一
一
巷
　
　
　
研
　
究
　
　
　
支
那
に
於
け
る
近
世
火
器
の
傳
來
に
就
て

第
四
號

三
五
　
（
五
八
七
）



　
　
　
紳
弟
　
二
　
一
二
　
　
　
研
　
　
究
　
　
　
誇
凡
那
に
F
醗
け
る
近
畿
穴
噺
転
の
綴
來
に
就
イ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
四
三
　
　
　
　
三
山
ハ
　
（
五
八
八
）

い
、
此
榊
機
、
こ
名
の
つ
い
允
火
器
以
、
安
南
か
ら
簿
は
っ
　
言
っ
て
も
よ
い
の
で
あ
も
、
之
を
要
す
る
に
手
兵
の
方
で

た
榊
離
籍
鎗
の
、
火
藥
の
カ
を
以
て
薮
射
し
た
る
に
反
し
　
佛
郎
機
銃
砲
の
簿
來
以
前
に
あ
っ
た
火
器
即
ち
帥
機
火
鎗

て
、
弓
を
以
て
登
射
し
た
も
の
．
こ
は
考
へ
ら
れ
な
い
の
で
　
は
、
金
薦
製
筒
駄
の
も
の
で
め
っ
た
様
に
考
へ
ら
れ
る
が
．

あ
る
、
然
し
帥
機
箭
は
果
し
て
竹
筒
に
．
海
鼠
を
装
填
し
、
　
そ
れ
も
猫
ほ
疑
へ
ば
疑
は
れ
る
絵
地
が
無
い
で
は
な
い
、

趨
走
頭
越
和
利
思
し
て
獲
射
し
た
も
の
こ
す
れ
ば
、
そ
れ
　
叉
安
南
か
ら
其
法
が
傳
は
つ
た
鋳
め
に
始
め
て
金
屡
製
筒

は
筒
状
の
火
器
で
は
あ
ら
う
が
、
今
日
の
金
屡
製
火
器
ご
　
状
の
も
の
こ
な
つ
党
風
で
あ
る
か
ご
う
か
ご
云
ふ
こ
ご

比
較
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
、
武
備
志
に
安
南
よ
り
得
た
　
も
、
猫
ほ
問
題
で
あ
る
が
、
佛
郎
機
銃
擁
立
來
以
前
に
あ

沸
鎗
の
無
慮
は
鐡
を
用
ひ
る
に
あ
る
が
如
く
言
っ
て
居
　
つ
た
磯
魚
火
蓋
が
、
罵
る
程
度
ま
で
近
世
手
兵
の
効
力
を

る
，
又
曲
射
力
が
強
く
一
登
三
百
歩
を
射
る
ご
言
っ
て
居
　
持
っ
て
居
把
こ
ご
は
明
か
で
あ
る
、
大
學
演
義
補
に
紳
…
機

る
、
若
し
安
南
よ
り
得
π
紳
顧
命
鈴
は
鐵
で
造
つ
党
筒
状
　
心
痛
の
捷
妙
紳
の
如
き
を
賞
讃
し
、
申
國
の
志
を
四
夷
に

火
器
で
あ
る
こ
す
れ
ば
、
そ
れ
は
始
め
て
近
世
火
器
の
資
得
π
る
所
以
は
此
器
め
り
し
が
爲
め
で
あ
る
ご
言
っ
て
あ

格
あ
る
も
の
、
こ
言
っ
て
よ
い
の
で
あ
る
、
さ
う
し
て
安
寧
　
る
、
允
も
後
世
の
鳥
槍
、
鳥
銃
或
は
面
々
銃
、
即
ち
画
洋

よ
り
多
多
導
火
鈴
は
傳
は
ら
譲
前
か
ら
あ
っ
前
帯
機
箭
、
　
小
銃
ご
は
精
巧
日
を
同
う
し
て
語
る
べ
き
も
の
で
は
な

若
し
く
は
露
命
火
器
が
、
金
鉱
製
の
も
の
で
な
か
つ
π
こ
　
い
、
三
明
蟹
録
正
統
十
四
年
＋
月
の
條
に
載
録
し
て
あ
る

す
れ
ば
、
昏
晦
か
ら
得
π
此
紳
機
火
難
は
、
支
那
の
行
軍
翰
林
院
侍
講
劉
定
之
の
上
言
に
、
刀
斧
之
揮
雀
勢
子
、
優
晶

利
器
即
ち
手
兵
の
歴
史
に
於
て
は
、
鍾
愛
重
大
な
事
件
ご
　
弄
火
鎗
之
蓬
緩
超
起
一
の
丈
あ
り
、
劉
定
之
の
上
言
は
干



謙
等
が
藤
畷
祓
銃
を
以
て
也
先
を
撃
退
し
把
後
、
間
も
無

い
事
で
あ
る
の
に
、
火
鉾
の
利
は
刀
斧
に
及
ば
ぬ
こ
ご
を

述
べ
て
居
る
・
然
し
そ
れ
は
愈
愈
趨
越
の
不
利
あ
る
が
踏

め
で
、
火
錠
其
物
の
効
力
が
微
溺
な
る
が
臨
め
で
は
な
い
、

帥
器
譜
（
帥
器
譜
憲
二
原
銃
土
）
に
も
國
初
の
瀞
鎗
は
一
手

柄
を
持
し
、
一
手
火
藥
を
燃
し
、
狙
ひ
を
定
む
る
こ
ご
が

出
家
ぬ
内
に
、
彌
は
早
く
飛
び
出
す
の
で
、
遽
近
高
低
は

多
く
自
由
で
な
い
、
．
鳥
銃
ご
は
非
常
に
違
ふ
様
に
書
っ
て

居
る
、
其
事
は
大
面
術
義
々
に
も
、
蓋
士
卒
二
二
此
鎗
一
而

用
・
之
也
、
人
持
・
画
具
一
腹
レ
時
自
實
以
レ
藥
、
一
語
之
後
倉

卒
無
二
説
諭
一
レ
之
㌔
敵
知
二
其
然
↓
凡
二
二
戦
陣
一
命
伏
二
粟
身
剛

挨
二
我
火
営
営
聞
之
後
肉
即
衝
突
而
來
ご
言
っ
て
あ
る
の
で

も
分
る
、
瀞
機
火
計
は
狙
ひ
を
定
め
て
後
に
、
箭
を
登
射

す
る
こ
ご
が
出
滅
す
、
面
一
磯
の
後
文
い
て
第
二
箭
を
猴

す
る
こ
ご
が
出
來
な
い
ご
云
ふ
敏
黙
が
あ
っ
把
爲
め
で
、

火
藥
の
カ
を
以
て
登
射
す
る
ご
云
ふ
こ
ご
は
近
世
手
兵
ご

差
蓮
が
無
い
の
で
あ
る
㌧

　
以
上
石
揮
若
し
く
は
鐵
弾
を
装
亡
し
．
虚
器
若
し
く
は

守
器
こ
し
て
用
ひ
ら
れ
、
職
羅
こ
し
て
は
覆
工
に
資
す
る

だ
け
の
筒
状
釧
三
論
銃
砲
ご
矢
張
り
火
蓋
を
登
射
力
こ
し

た
様
に
思
は
れ
る
紳
機
火
難
の
二
種
類
の
火
器
は
、
皇
明

實
録
や
明
史
に
沸
々
蜜
職
…
に
用
ひ
ら
れ
て
効
力
が
あ
っ
た

標
に
見
ね
、
大
明
會
典
に
弘
治
以
前
に
鋳
迭
さ
れ
、
諸
邊

地
に
配
概
さ
れ
た
…
糠
に
見
ぬ
て
居
る
火
器
の
有
ら
ゆ
る
腫

類
を
、
古
く
包
括
す
る
も
の
で
あ
ら
う
か
、
手
銃
（
正
徳

十
四
年
季
賢
の
上
奏
に
見
ね
て
居
る
）
、
手
把
銅
銃
、
手
把

鐵
銃
の
如
き
は
、
其
筒
継
銅
調
製
の
火
器
睡
る
こ
ご
は
朋

か
に
し
て
、
共
手
兵
遜
る
こ
ご
は
丈
字
か
ら
考
へ
て
も
疑

ひ
が
無
い
様
に
思
は
れ
る
が
、
攻
器
守
器
こ
し
て
實
凹
め

る
も
、
載
器
こ
し
て
は
、
他
の
筒
款
の
馬
鍬
製
銃
砲
ご
同

様
に
號
含
に
資
す
る
だ
け
の
も
の
で
あ
ら
う
か
、
然
し
王

班
の
綾
交
献
通
考
に
引
用
し
て
あ
る
兵
部
郎
中
癖
順
之
の

第
二
巻
　
　
研
　
究
　
　
支
那
に
於
け
ろ
近
世
火
器
の
傳
巌
に
就
て

第
四
號

三
七
　
（
五
八
九
）

印



　
　
　
第
二
巻
　
　
研
　
究
　
　
支
那
に
於
け
ろ
近
世
火
器
の
傳
來
に
就
て

・
上
瀞
拠
（
王
折
蕪
糠
文
献
…
通
考
巷
一
百
み
ハ
十
ム
ハ
丘
へ
雌
朽
、
軍
阻
祷
ご
一

躍
所
三
最
畏
二
干
中
國
【
者
火
器
也
、
筆
法
止
有
二
紳
機
甲
鈴

一
種
州
天
助
圃
レ
聖
胆
〔
除
レ
充
滅
レ
虜
、
而
佛
軍
機
子
母
砲
、

快
鈴
、
鳥
墨
画
皆
後
出
ご
言
っ
て
あ
り
、
張
皇
威
の
火
攻

聞
答
へ
新
編
張
靖
峰
家
職
火
攻
急
務
鯖
略
、
世
法
憲
之
上
、

火
攻
問
答
）
に
、
如
二
登
煩
期
神
機
大
将
軍
、
二
將
軍
、
三

島
軍
威
猛
無
レ
敵
、
破
レ
敵
可
レ
成
一
血
路
↓
攻
レ
竪
穴
レ
四
二
立

翌
旦
中
略
但
膿
勢
重
大
、
難
山
以
輕
塞
遽
到
一
云
々
ご
言
っ
て

あ
る
こ
こ
か
ら
推
考
す
る
に
、
當
時
攻
城
若
し
く
は
干
城

の
器
こ
し
て
用
ひ
ら
れ
し
も
の
は
、
三
將
軍
の
如
き
野
畑

銅
知
立
の
銃
砲
に
し
て
、
行
軍
の
利
器
即
ち
手
兵
こ
し
て
、

’
山
際
に
討
ひ
ら
れ
し
も
の
は
、
芝
露
火
鎗
の
一
種
で
あ
っ

セ
標
で
あ
る
、
さ
う
し
て
互
有
筒
式
銅
鐵
製
の
銃
砲
は
、

佛
郎
機
畷
の
傳
來
に
依
っ
て
一
卸
し
、
紳
忌
火
鎗
は
鳥
階

銃
の
傳
來
に
依
っ
て
一
愛
し
セ
も
の
、
檬
で
あ
る
、

　
然
る
に
朋
史
兵
志
に
、
言
下
笹
蟹
瀾
…
機
才
父
趾
一
得
中
淋
機

第
四
二

三
入
　
（
三
九
〇
）

鎗
臓
法
上
特
量
子
早
旦
一
難
習
、
要
用
生
熟
赤
銅
相
間
、
共

用
・
鐵
者
建
鐵
柔
爲
レ
最
、
西
鐵
次
レ
之
、
大
小
不
レ
等
、
大

蔵
登
用
レ
車
、
次
及
小
者
、
用
レ
架
、
用
レ
椿
、
用
レ
托
、
大

利
二
堅
守
陣
門
利
二
於
職
つ
随
レ
宜
軍
用
、
爲
二
行
箪
要
器
噛
永
樂

十
年
詔
自
二
瀬
羅
一
至
二
等
來
、
談
義
、
萬
全
、
興
和
幣
山

頂
ハ
皆
潅
二
五
瞳
子
h
二
十
年
從
下
張
七
声
巾
増
虚
聞
於
山
西
大

同
、
天
城
陽
和
、
朔
州
霜
融
玖
禦
上
レ
敵
、
然
利
器
不
レ
可
レ

示
レ
人
、
朝
廷
亦
愼
二
惜
之
ハ
宣
徳
五
年
敷
二
爆
撃
総
兵
官
諌

廣
噛
園
丁
國
家
所
レ
重
、
在
邊
緻
墾
、
量
給
以
肚
二
軍
威
「
勿
二

恩
給
ハ
正
統
六
年
忌
將
黄
素
馨
楊
洪
立
二
棘
銃
古
画
宣
府
掲

石
ハ
帝
以
火
造
、
恐
二
傳
習
漏
泄
一
丁
止
レ
之
ご
云
ふ
記
事
が

あ
り
、
心
惑
年
間
安
南
征
伐
の
結
果
、
始
め
て
安
南
よ
り

神
機
黒
髭
の
法
を
得
、
守
る
に
利
な
る
大
砲
の
様
な
も
の

よ
り
、
戦
ふ
に
利
な
る
小
銃
の
罪
な
も
の
ま
で
も
、
霊
し

此
安
南
傳
來
の
神
機
槍
繊
の
法
に
依
っ
て
製
造
す
る
に
至

っ
元
も
の
》
檬
に
見
ぬ
る
、
清
の
趙
翼
は
磐
石
叢
考
へ
核



除
算
考
翁
三
十
火
砲
火
罪
）
に
於
て
、
所
謂
用
レ
車
者
即
冷
　
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
永
樂
年
聞
よ
り
あ
っ
π
筈
は
な
い
、

之
大
砲
也
、
用
レ
架
用
レ
椿
者
蓋
即
今
之
鳥
聖
書
也
、
算
用
レ
托
が
有
る
か
ら
ご
言
っ
て
、
直
ち
に
鳥
槍
で
あ
る
ご
解
騨

托
者
即
今
之
鳥
槍
也
、
砲
塔
槍
軍
制
、
永
樂
中
侮
有
レ
之
こ
　
す
る
こ
ご
は
固
よ
り
出
得
な
い
諜
に
な
る
が
、
然
し
生
熟

言
っ
て
、
明
史
の
記
事
に
罵
り
、
西
洋
式
大
砲
よ
り
、
鳥
赤
銅
混
用
の
有
托
火
器
ご
言
へ
ば
、
外
に
解
繹
の
し
様
も

槍
即
ち
西
洋
式
小
銃
ま
で
、
叢
く
安
南
征
伐
の
結
果
製
造
　
な
い
様
で
あ
る
、
こ
れ
は
第
一
空
明
吏
の
記
事
が
信
ず
べ

さ
る
、
に
至
っ
た
も
の
こ
考
へ
て
居
る
、
明
史
の
記
事
を
　
か
ら
ざ
る
讃
糠
で
は
あ
る
ま
い
か
、
大
損
術
義
補
の
記
事
、

信
ず
れ
ば
、
固
よ
り
然
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
、
此
　
武
備
志
の
圖
説
、
熱
量
順
之
の
上
奏
な
ご
か
ら
考
へ
て
も
、

明
史
の
記
事
は
明
更
藁
の
記
事
に
慷
つ
陀
も
の
〉
様
で
め
　
華
南
よ
り
傳
は
つ
た
も
の
は
、
憩
機
火
鎗
の
一
種
で
、
神

る
が
、
果
し
て
信
ず
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
か
、
安
南
よ
ウ
　
機
火
鎗
の
外
に
、
生
熟
赤
銅
を
混
用
し
て
製
造
し
だ
有
托

得
π
紳
機
鎗
畷
の
法
に
依
り
、
生
熟
の
赤
銅
な
ご
を
混
用
　
小
銃
は
固
よ
り
・
、
他
の
火
器
が
傳
は
つ
セ
も
の
こ
は
考
へ

し
て
製
造
し
π
有
托
火
器
ご
云
ふ
も
の
は
、
果
し
て
、
鳥
　
ら
れ
な
い
、
こ
れ
も
明
史
の
記
事
の
疑
ふ
べ
き
第
二
の
理

髪
で
あ
ら
う
か
、
前
に
述
べ
た
王
班
の
績
文
献
通
考
に
引
　
由
で
あ
る
が
、
第
三
に
陰
れ
よ
り
も
最
可
笑
し
い
こ
ご
は
、

察
し
て
あ
る
唐
順
之
め
嘉
靖
中
の
上
奏
に
、
鳥
階
銃
最
後
　
明
史
の
安
南
よ
り
得
だ
紳
機
翼
畷
の
法
に
依
っ
て
製
造
し

出
ご
あ
り
、
帥
器
譜
に
も
鳥
銃
が
一
π
び
中
砂
に
流
事
し
　
元
ご
云
ふ
大
小
の
銃
砲
が
、
生
熟
の
赤
銅
を
混
用
し
π
こ

て
よ
り
、
碑
鎗
快
鎗
等
の
諸
器
は
、
皆
利
器
が
利
器
で
な
　
云
ふ
瓢
で
あ
る
、
大
明
會
典
（
窓
一
百
九
十
三
工
部
軍
器

く
な
つ
柁
様
に
言
っ
て
あ
る
、
鳥
騰
銃
鳥
銃
は
即
ち
鳥
鎗
　
軍
装
火
器
　
に
、
凡
火
器
導
燈
、
永
樂
元
年
奏
准
、
銃
砲

　
　
　
第
二
巻
　
　
研
　
究
　
　
支
那
に
於
け
る
近
世
火
器
の
穗
來
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
三
九
　
（
五
九
じ

尊



　
　
　
第
ご
巻
　
研
究
　
支
那
に
於
け
る
近
挺
火
器
の
傳
來
に
激
て
　
　
　
　

第
四
號
　

四
〇
（
五
九
二
）

用
例
説
銅
或
生
熟
面
一
相
兼
鋳
造
の
交
あ
ウ
、
生
熟
銅
を
混
　
子
大
者
十
三
個
、
小
者
二
十
個
「
其
登
臨
多
、
影
響
致
レ
遠
．

用
し
て
鋳
造
し
だ
銃
砲
は
、
安
南
征
伐
以
前
の
永
樂
元
年
　
命
付
一
一
凝
霜
局
「
同
日
総
兵
官
「
試
二
験
之
一
ご
云
ふ
記
事
が
あ

以
來
、
支
那
に
あ
る
鐸
で
あ
る
、
恐
ら
く
此
明
夏
の
記
事
　
る
、
永
樂
年
間
に
寧
夏
な
ご
に
頒
登
し
π
重
さ
三
十
四
斤

は
、
大
明
會
典
な
ざ
に
擦
つ
把
も
の
で
、
安
蘇
傳
來
の
齢
　
の
大
照
ご
は
何
で
あ
ら
う
か
、
そ
れ
が
開
牛
等
塞
外
の
諸

機
繋
馬
の
法
に
依
っ
て
、
生
熟
銅
混
用
の
銃
畷
を
製
造
す
　
由
頂
、
大
同
等
山
西
諸
衛
に
頒
登
し
π
銃
畷
ご
蓮
っ
て
居

る
に
至
つ
だ
ご
云
ふ
こ
ざ
は
、
ご
う
も
信
号
ら
れ
な
い
・
　
る
も
の
こ
は
考
へ
ら
れ
な
い
、
若
し
開
李
等
塞
外
の
講
山

里
明
の
永
樂
年
間
に
諸
邊
鎭
に
墨
型
し
π
銃
畷
は
、
明
史
　
頂
、
大
同
等
由
西
諸
衛
に
頒
登
し
だ
も
の
が
、
安
芸
の
憩

の
記
事
に
青
る
ご
、
矢
張
り
安
南
継
立
の
沸
機
鎗
畷
の
法
　
機
影
畷
の
法
に
依
っ
て
製
造
し
π
も
の
こ
す
れ
ば
、
寧
夏

に
依
っ
て
製
造
し
た
も
の
、
様
に
考
へ
ら
る
》
の
に
、
そ
　
に
頒
登
し
た
も
の
も
同
様
ご
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
濾
、
桑

れ
が
却
っ
て
大
場
衛
義
補
の
石
子
を
装
湿
す
る
筒
歌
の
銅
　
明
細
録
心
逸
徳
五
年
三
月
の
條
に
、
沿
蓬
の
曝
墾
に
憩
銃
を

鐵
製
銃
畷
に
酷
似
し
て
居
る
の
も
可
笑
し
く
、
朋
史
の
記
　
量
給
し
弛
こ
ご
が
見
ぬ
，
正
統
九
年
九
月
の
條
に
、
各
邊

事
の
信
ふ
9
。
べ
か
ら
ざ
る
第
四
の
理
由
で
あ
る
、
欽
定
績
文
　
に
銅
銃
を
増
給
し
、
心
髄
に
は
一
百
欄
を
増
給
し
π
こ
ご

献
昇
藤
へ
憲
一
百
三
十
四
兵
考
軍
器
）
に
、
景
泰
四
年
十
二
　
が
見
ね
て
居
る
、
張
泰
が
永
樂
の
大
銃
を
改
錆
せ
ん
こ
ご

月
鋳
二
小
知
銃
一
寧
夏
総
兵
官
張
泰
　
｝
『
永
樂
聞
所
監
降
大
観
　
を
奏
請
し
た
る
は
、
神
銃
の
如
き
効
力
な
し
ご
云
ふ
に
は

重
三
十
四
斤
、
内
装
二
石
千
一
個
「
凡
遇
レ
追
・
賊
、
重
大
不
レ
毒
す
、
守
城
の
利
器
こ
し
て
十
分
の
効
ヵ
は
あ
る
も
、
其

便
、
止
可
レ
守
レ
城
、
請
改
鋳
二
藍
銅
三
重
八
斤
目
堂
堂
こ
鐵
揮
重
量
大
に
し
て
、
敵
を
追
撃
す
る
に
不
便
で
あ
る
ご
云
ふ



に
過
ぎ
な
い
、
そ
れ
か
ら
考
へ
て
も
、
永
樂
年
聞
に
寧
夏

に
頒
旨
し
た
も
の
は
、
開
李
や
大
同
な
ご
に
頒
解
し
セ
も

の
こ
、
蓮
つ
た
も
の
こ
考
へ
る
こ
ご
は
毘
來
な
い
、
さ
う

す
る
こ
そ
れ
は
一
個
の
石
子
を
装
聾
す
る
も
の
で
、
張
泰

は
そ
れ
を
鐵
揮
を
用
ゆ
る
小
芝
之
に
改
錆
せ
ん
こ
し
仁
の

で
あ
る
、
是
即
ち
大
學
術
義
補
の
・
筒
欺
銅
鐵
製
銃
砲
の
形

式
で
あ
る
、
其
守
城
に
用
ゆ
べ
く
し
て
追
撃
に
不
便
で
あ

る
ご
云
ふ
こ
ご
も
此
大
患
衛
選
書
の
銃
繊
が
攻
ご
守
ご
に

用
み
て
、
戦
に
は
只
だ
號
・
分
に
資
す
る
の
み
で
あ
る
ご
言

っ
て
あ
る
こ
ご
に
も
一
致
す
る
の
で
あ
る
、
之
を
約
言
す

れ
ば
，
明
史
に
安
南
の
紳
機
鎗
繊
の
法
に
依
っ
て
製
造
し

上
る
が
如
く
言
っ
て
あ
る
大
小
の
銃
畷
も
、
必
ず
し
も
さ

う
で
は
な
い
ご
云
ふ
こ
ご
に
な
る
の
で
あ
る
、
そ
れ
に
車

を
用
ひ
る
様
な
攻
．
守
の
利
器
π
る
大
砲
よ
り
、
戦
器
こ
し

て
利
あ
る
托
を
用
ひ
る
襟
な
小
銃
ま
で
、
安
南
よ
り
一
時

に
其
事
を
傳
へ
π
ご
云
ふ
こ
ご
も
，
想
像
さ
れ
ぬ
こ
ご
で

あ
る
、
朋
史
兵
志
の
記
事
は
各
種
の
史
料
を
無
批
判
に
用

ひ
て
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
こ
ご
は
殆
ん
ご
疑
ひ
が
無

い
、
然
ら
ば
之
を
根
嬢
こ
し
て
大
砲
小
銃
共
に
安
南
傳
來

の
法
に
依
っ
て
製
造
さ
れ
た
も
の
＼
如
く
論
ず
る
の
誤
謬

た
る
こ
ご
は
、
言
ふ
ま
で
も
無
い
こ
ご
で
あ
る
、

八

　
佛
郎
機
銃
の
傳
來
以
前
臥
に
支
那
に
覧
て
金
幡
製
筒
駄

の
火
器
あ
り
し
こ
ご
は
朋
か
で
あ
る
が
、
鳥
銃
は
猶
ほ
無

か
つ
π
の
で
あ
る
、
鳥
銃
は
鳥
階
銃
こ
も
鳥
槍
こ
も
い
ひ
、

近
代
の
西
洋
式
小
銃
で
、
其
外
國
傳
來
の
も
の
で
あ
る
こ

ご
に
就
て
は
疑
ひ
は
無
い
が
、
何
時
何
等
か
ら
逸
早
し
た

も
の
で
あ
る
か
ご
云
ふ
こ
ご
は
、
一
の
問
題
で
あ
る
、
鳥

銃
は
、
日
本
人
が
之
を
以
て
鳥
を
打
つ
が
故
に
、
名
を
得

た
も
の
で
あ
る
ご
云
ふ
説
は
、
戚
織
光
の
練
兵
實
紀
（
難

零
丁
五
、
軍
器
解
上
）
、
武
備
全
書
（
窓
之
三
手
軍
戸
第

第
二
巻
　
　
研
　
究
　
　
支
那
・
ト
於
け
ろ
近
世
火
器
の
傳
來
に
就
て

第
四
號

四
一
　
（
五
九
三
）



　
　
　
第
二
巻
　
　
研
　
究
　
　
支
那
に
於
け
ろ
近
世
穴
器
の
傳
來
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弟
瞠
號
　
　
　
四
二
　
（
五
九
四
）

三
）
の
鳥
銃
解
、
其
他
に
見
ね
て
居
る
が
、
其
鳥
騰
銃
ご
　
が
、
此
朋
史
の
記
事
の
信
ず
べ
か
ら
す
、
随
っ
て
八
三
叢

誌
別
な
く
、
小
銃
の
意
味
に
用
ひ
ら
れ
て
居
る
こ
ご
は
簿
　
考
の
説
も
亦
信
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
ご
は
、
前
に
述
べ
π
蓮

海
圖
編
（
御
璽
十
三
縫
浦
里
兵
器
、
、
烏
銃
圖
説
に
唐
順
之
り
で
あ
る
、
鳥
銃
の
永
翌
年
聞
よ
り
あ
っ
た
こ
云
ふ
説
は

の
鳥
騰
銃
に
關
す
る
上
奏
を
引
用
し
て
説
明
せ
る
に
て
も
　
信
ず
る
こ
ご
は
出
來
な
い
が
、
鳥
銃
の
傳
來
に
就
て
最
も

明
か
で
あ
り
、
叉
鳥
銃
は
田
本
よ
b
傳
は
る
前
に
、
西
山
普
通
な
説
は
、
倭
冠
よ
6
傳
は
つ
把
ご
云
ふ
説
じ
篭
る
、

よ
り
傳
は
つ
た
機
に
考
へ
ら
れ
る
か
ら
、
必
ず
し
も
日
本
　
明
の
郎
英
の
七
修
類
稿
（
蓉
四
十
五
事
物
類
倭
國
物
）
に
、

人
が
鳥
を
打
つ
か
ら
超
つ
罪
名
聡
ご
は
定
め
ら
れ
な
い
乙
鳥
騎
木
銃
嘉
靖
問
日
本
犯
レ
漸
、
倭
奴
被
レ
檎
、
得
二
其
器
叫

で
あ
る
、
文
學
士
長
沼
賢
海
君
（
歴
史
地
理
大
正
四
年
一
　
途
使
，
傳
造
［
焉
の
文
あ
り
、
戚
縫
光
の
練
兵
實
紀
、
武
備

月
増
銃
砲
の
傳
來
四
八
頁
四
九
頁
）
は
鳥
銃
は
鳥
騰
銃
の
全
書
な
ご
の
鳥
銃
解
に
、
此
器
中
桐
原
無
、
傳
レ
良
二
倭
冠
一

略
稽
で
あ
る
如
く
考
へ
ら
れ
て
居
る
が
、
鳥
銃
は
鳥
を
打
始
得
レ
之
の
交
あ
り
、
王
鳴
鶴
の
登
壇
論
究
（
火
器
）
や
、
王

つ
か
ら
超
つ
だ
名
稻
で
な
い
こ
す
れ
ば
外
に
考
へ
様
も
な
折
の
績
文
献
通
考
に
引
用
し
て
あ
る
唐
順
之
の
嘉
靖
中
の

い
か
ご
思
は
れ
る
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
奏
に
、
佛
郎
機
予
母
砲
、
快
鎗
、
鳥
階
銃
皆
出
二
嘉
靖
中
「

　
清
の
趙
翼
は
、
陵
徐
留
滞
へ
憲
之
三
十
火
砲
火
槍
）
に
於
鳥
階
銃
最
後
出
、
中
略
火
技
至
レ
是
而
極
、
是
倭
費
用
以
難
二

て
、
明
史
兵
志
の
記
事
に
擦
り
、
鼠
食
年
間
交
趾
を
征
伐
機
巧
h
中
書
習
レ
之
者
也
の
丈
あ
り
、
鳥
槍
即
ち
鳥
銃
が
永

し
神
機
鎗
畷
の
法
を
傳
へ
陀
以
來
、
生
熟
の
赤
銅
を
混
用
樂
年
間
交
趾
よ
り
傳
は
つ
元
標
に
考
へ
て
居
る
清
の
趙
翼

し
た
有
托
火
器
即
ち
鳥
槍
も
あ
っ
た
機
に
述
べ
て
居
る
も
、
前
朋
征
レ
交
後
、
巳
有
毒
塗
但
朋
制
禁
転
外
聞
習
用
・



最
嚴
、
故
承
麗
日
久
、
皆
不
・
知
・
用
・
之
、
直
至
二
管
玉
申
ハ
り
し
時
、
番
酋
の
銃
を
善
く
す
る
者
を
獲
て
、
其
傳
を
得

茶
入
；
中
江
拝
載
得
二
歯
釜
【
耳
ご
言
っ
て
居
る
、
永
福
年
間
　
て
製
造
し
た
こ
云
ふ
だ
け
の
事
實
を
装
飾
せ
る
前
優
文
ご

交
趾
よ
り
傳
へ
把
神
機
火
槍
は
鳥
槍
で
な
い
の
に
、
銀
翼
　
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
、
又
其
番
愈
は
日
本
人
で
な
く
、

は
間
違
っ
て
之
を
鳥
槍
ざ
考
へ
π
だ
け
で
、
之
が
鳥
槍
で
　
葡
萄
牙
人
ご
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
沁
こ
ご
は
別
に
葡
萄
牙

無
い
ご
云
ふ
こ
ご
に
な
れ
ば
、
掻
撫
も
亦
鳥
槍
の
嘉
靖
中
人
の
ヲ
ァ
ム
ポ
ー
殖
民
地
に
鞭
て
こ
云
ふ
論
交
に
於
て
朋

倭
冠
よ
り
傳
は
つ
た
も
の
で
あ
る
こ
ご
を
認
め
π
も
の
こ
　
か
に
す
る
積
り
で
あ
る
、
さ
う
す
る
ご
簿
魔
窟
編
、
登
壇

言
ふ
べ
き
で
あ
る
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
必
究
な
ご
の
記
事
は
鳥
銃
の
葡
萄
牙
人
よ
り
傳
擁
し
た
こ

　
然
る
に
鄭
若
曾
の
簿
争
闘
編
（
窓
之
十
三
経
略
三
兵
羅
〉
　
ご
を
認
む
る
も
の
こ
云
ふ
べ
き
で
あ
る
、
猫
ほ
此
葡
萄
牙

に
、
按
鳥
銃
之
製
、
自
二
百
番
一
流
二
五
中
蓋
丑
（
來
遠
尖
、
　
人
傳
來
説
を
主
持
す
べ
き
有
力
な
讃
娘
は
、
朋
の
趙
士
禎

製
造
者
多
未
レ
盤
二
野
妙
ハ
嘉
靖
二
十
七
年
都
御
史
儲
蓄
遣
と
　
の
紳
器
譜
建
見
ゆ
る
臣
組
大
野
寺
副
、
悪
臣
趙
性
魯
在
日
、

都
指
揮
豊
漁
破
二
業
叢
誌
二
番
酋
善
レ
銃
者
一
命
二
義
士
馬
下
奴
初
犯
二
黒
直
喬
無
二
鳥
銃
↓
六
七
年
後
方
有
二
薙
器
奮

憲
褻
レ
器
，
李
穐
響
藥
、
因
得
二
其
傳
【
而
造
作
、
比
歯
弾
語
・
臣
日
、
我
聞
先
朝
土
砂
番
呑
二
＃
欝
番
隠
密
車
、
國

番
一
尤
爲
「
｝
精
絶
一
揖
の
文
が
見
ね
、
王
鳴
鶴
の
登
壇
必
究
　
澄
一
レ
経
略
大
臣
弼
皆
兵
数
萬
、
分
レ
道
出
盧
、
縁
三
圭
魯
番

（
火
器
）
に
も
、
同
檬
の
丈
が
見
ね
て
居
る
、
鳥
銃
の
製
法
備
…
得
纒
蜜
憩
器
ハ
工
兵
不
「
能
レ
救
、
寛
爲
レ
渡
し
丼
、
櫓
蜜

が
、
遠
い
昔
に
西
横
よ
り
中
國
に
流
入
し
た
ご
云
ふ
こ
ご
　
密
二
遍
水
西
洋
鉱
昆
此
器
從
。
彼
中
一
傳
至
二
西
洋
h
西
洋
傳
こ

は
信
ず
べ
か
ら
す
、
嘉
靖
二
十
七
年
に
盧
鐘
が
叢
雨
を
破
　
藩
中
一
耶
の
記
事
で
あ
る
、
鰹
蜜
は
明
変
西
域
簿
（
明
史
巷

　
　
　
第
二
巻
　
　
研
　
究
　
　
支
那
に
於
け
る
近
世
火
器
の
傳
來
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
四
三
　
（
五
九
五
）



第
二
巻
　
　
砥
　
究
　
　
支
那
に
於
σ
る
蓮
世
火
器
の
傳
來
に
就
て

三
百
三
十
二
）
、
大
明
曾
奥
〆
懇
一
門
七
，
禮
郡
六
画
遡
上
）

の
西
戎
魯
迷
で
、
韻
脚
珊
瑚
珠
な
ご
を
賞
す
る
こ
ご
に
な

っ
て
居
る
、
ブ
レ
ツ
ト
シ
ユ
ナ
イ
デ
ル
（
軒
島
6
｝
三
〇
ご
。
さ

H
⊆
9
く
。
ピ
H
門
・
毛
・
ω
u
9
ω
o
＼
甲
）
は
読
史
の
魯
遂
に
鐸
註

し
、
魯
迷
の
螢
音
よ
り
考
へ
て
當
黒
白
ッ
ト
マ
ン
帝
國
の

領
土
起
る
ル
ム
へ
男
瓦
彰
ご
に
量
定
す
る
外
は
無
い
…
標
に
述

べ
て
居
る
、
噌
蜜
に
近
い
水
西
洋
ご
は
果
し
て
何
國
を
指

す
か
、
西
洋
ご
同
一
に
、
用
ひ
て
居
る
様
で
あ
る
か
ら
、

矢
張
b
簿
海
圖
編
な
ご
の
西
番
ご
同
じ
く
、
佛
郎
機
即
ち

葡
萄
牙
を
指
し
π
も
の
》
檬
に
思
は
れ
る
、
噌
蜜
よ
り
西

’
洋
に
傳
は
つ
槌
ご
云
ふ
得
な
こ
ご
は
、
固
よ
り
信
ぜ
ら
れ

な
い
が
、
當
時
倭
冠
の
漸
江
を
侵
す
様
に
な
つ
元
器
皿
め
の

聞
、
図
工
の
猫
ほ
鳥
銃
を
用
ひ
な
か
つ
陀
こ
ご
、
支
那
に

於
て
西
洋
の
鳥
銃
が
艶
本
の
鳥
銃
よ
り
前
に
知
ら
れ
て
居

お
こ
ご
は
信
趣
ら
れ
る
様
で
あ
る
、

　
漸
江
南
直
隷
に
於
け
る
嘉
靖
の
倭
冠
は
、
矢
張
り
物
読

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
四
四
　
（
五
九
六
）

圖
編
（
憲
之
五
、
雲
海
貫
頂
記
蓉
之
六
、
直
隷
倭
墾
記
巷

之
八
、
営
養
分
合
始
末
圖
謂
、
朋
史
日
本
傳
｝
に
書
っ
て

あ
る
様
に
、
嘉
靖
二
十
七
年
許
棟
の
敗
没
後
、
王
直
の
時

代
に
な
っ
て
始
ま
っ
た
も
の
、
様
で
め
る
か
ら
、
嘉
靖
二

十
七
」
年
に
倭
酋
が
鳥
銃
を
傳
ふ
る
筈
が
盤
鋤
く
、
士
三
人
”
二
十

七
年
に
番
謡
が
鳥
銃
を
傳
へ
た
こ
す
れ
ば
、
そ
れ
は
倭
酋

で
な
い
ご
考
ふ
る
が
至
當
で
あ
る
、
そ
れ
に
鳥
銃
郎
ち
鐵

砲
が
天
交
十
二
年
郎
ち
嘉
靖
二
十
三
年
に
謡
本
に
傳
摩
し

た
こ
す
れ
ば
、
僅
か
に
五
年
後
の
嘉
靖
二
十
七
年
に
、
既

に
其
製
造
法
を
支
那
に
傳
へ
把
ご
云
ふ
こ
ご
は
、
少
し
早

過
ぎ
る
嫌
が
あ
る
、
長
沼
・
賢
海
君
の
説
の
如
く
、
臼
本
に

鐵
砲
の
憾
忙
し
把
の
は
天
文
十
二
年
よ
り
前
の
事
で
あ
る

ご
解
繹
す
る
こ
ご
が
出
乾
れ
ば
、
そ
れ
も
「
つ
の
解
繹
で

あ
る
が
、
嘉
靖
二
十
七
年
遅
支
那
に
鳥
銃
の
製
造
法
を
傳

へ
π
番
酋
は
、
臼
本
人
で
な
い
ご
考
へ
れ
ば
、
そ
れ
で
立

撃
に
影
野
が
出
置
る
謬
で
あ
る
、
七
修
類
稿
以
下
の
倭
竈



傳
來
説
は
、
必
ず
し
も
鳥
銃
傳
來
の
起
原
を
述
べ
た
も
の

で
な
く
、
葡
萄
牙
よ
り
傳
凝
し
捻
る
鳥
銃
が
、
未
だ
行
は

る
、
に
至
ら
す
、
却
っ
て
其
後
に
日
本
よ
り
傳
心
し
π
る

，
は
銃
が
行
は
る
＼
糠
に
な
つ
π
事
實
を
説
明
す
る
も
の
で

鳥
あ
る
ま
い
か
、
明
の
鼠
坊
の
績
文
献
通
考
に
ふ
今
人
膏

言
、
佛
郎
機
、
鳥
騰
銃
、
傳
レ
自
二
番
舶
6
立
聞
二
塗
壁
將
戚

油
光
肥
壷
各
署
二
無
印
一
時
、
中
略
於
警
衛
意
中
側
見
二
鳥
騰
銃
噛

皆
無
攣
末
作
、
中
仁
所
二
故
有
一
者
の
記
事
が
見
ぬ
て
居
る
、

戚
電
光
の
練
兵
實
紀
逃
武
備
全
書
な
ざ
の
鳥
銃
解
に
、
此

器
中
腎
原
無
、
傳
レ
自
二
倭
導
引
始
得
レ
之
の
文
が
あ
る
か
ら
、

王
坊
が
下
縫
光
に
聞
い
π
ご
云
ふ
鳥
銃
は
、
倭
攣
の
起
ら

な
い
以
前
よ
り
あ
っ
元
も
の
で
、
中
國
故
有
の
も
の
で
め

る
ご
云
ふ
話
は
、
誤
聞
で
あ
る
こ
し
て
も
、
青
森
の
時
代

に
、
鳥
銃
の
猫
ほ
、
叢
書
銃
ご
藩
せ
ら
れ
、
且
つ
野
市
舶

よ
り
傳
來
し
柁
も
の
で
あ
る
ご
云
，
湖
こ
ご
が
、
信
せ
ら
れ

　
て
居
π
乙
は
明
か
で
あ
る
、
是
亦
鳥
銃
の
倭
冠
以
前
、
葡

萄
盗
人
よ
り
憾
は
つ
把
ご
云
ふ
一
つ
の
摩
擦
ご
見
ら
れ

る
、
長
沼
腎
海
君
は
鳥
銃
の
日
本
よ
り
傳
は
つ
元
前
に
、

夙
く
南
夷
叉
は
西
蕃
よ
り
傳
は
つ
た
一
の
諦
櫨
こ
し
て
、

朋
の
嘉
靖
の
兵
家
何
良
臣
の
陣
紀
に
、
鳥
銃
出
レ
自
国
南
夷
一

平
作
二
中
華
長
技
醐
の
文
あ
る
こ
ご
を
述
べ
ら
れ
、
長
恩
書

室
叢
書
本
を
引
用
さ
れ
て
居
る
が
、
自
分
の
惜
陰
軒
叢
書

本
陣
紀
聡
二
技
用
）
に
は
、
鳥
銃
出
レ
自
立
外
夷
『
今
作
二
申

華
長
技
一
こ
な
っ
て
居
る
、
然
し
朋
末
の
武
備
集
要
ご
云

ふ
兵
書
に
は
、
鳥
事
前
器
用
、
起
レ
自
二
南
夷
番
懸
紙
甲
兵
戦

々
二
番
舶
ハ
得
「
”
之
舟
中
嚇
悪
様
レ
之
以
造
、
今
吾
匠
氏
精
巧
機

製
．
有
レ
鋤
二
於
此
｝
の
文
も
見
ね
て
居
る
こ
ご
で
あ
る
か

ら
、
矢
張
り
當
時
鳥
銃
の
南
方
よ
り
傳
は
っ
た
説
も
あ
っ

π
こ
ご
は
想
像
さ
れ
る
、
朝
鮮
魚
叔
椹
の
稗
官
雑
記
（
三

葉
凹
十
目
霊
臼
巡
行
命
日
本
∴
人
雷
爪
野
乗
稗
壱
口
蕪
記
囮
H
志
ハ
一
百
斌
四
志
ハ
一
一

頁
｝
に
、
倭
人
薔
不
レ
知
二
用
レ
鉛
造
レ
銀
之
法
幣
腎
虚
鉛
鐵
輔

以
來
山
中
廟
末
年
有
二
市
人
『
挾
昌
銀
匠
一
旦
往
…
…
直
黒
泊
船
地

第
二
巻
　
　
研
　
究
　
　
支
那
に
於
け
ろ
近
世
火
器
の
臨
來
に
顧
て

第
四
號

四
五
　
（
五
九
七
）



　
　
　
策
二
巻
　
研
究
　
支
那
に
於
り
る
近
世
火
器
の
野
鳥
に
撃
て
　
　
　
　
　
第
四
號
　
璽
ハ
（
誠
九
八
）

方
↓
敏
以
二
其
法
噛
自
レ
此
倭
人
雲
叢
、
多
費
二
半
爾
雪
中
略
　
趙
士
顧
の
防
虜
車
影
議
（
神
白
壁
審
一
）
に
先
朝
余
、
子
俊
〉

其
後
棄
婦
群
青
二
銀
貨
一
責
「
一
於
上
國
寧
波
府
ハ
叉
輻
建
游
・
江
　
郭
（
登
・
諸
臣
所
レ
用
、
不
レ
過
二
審
目
之
器
、
近
日
退
レ
虜
、
亦

之
人
潜
往
時
日
本
嚇
換
二
貿
銀
子
「
中
略
然
旙
建
人
民
乱
射
帯
　
不
ン
過
・
｝
日
本
鳥
銃
一
の
記
事
あ
り
、
想
像
す
る
こ
ご
が
出
來

銃
砲
門
因
以
敏
レ
倭
、
倭
之
放
レ
砲
始
二
審
今
日
噴
向
町
三
市
人
　
る
、
月
日
之
器
ご
云
ふ
も
の
は
鳥
銃
で
な
い
、
明
初
な
り

傳
面
訴
造
レ
銀
暖
海
う
昏
絶
即
言
壼
至
二
於
此
一
哉
の
文
あ
り
、
あ
っ
π
火
器
で
め
る
こ
ご
は
、
防
虜
車
銃
議
や
、
明
史
郭

鵬
建
の
人
民
が
、
倭
に
敷
へ
倭
が
放
つ
た
こ
云
ふ
銃
砲
は
、
　
登
傳
を
見
る
ご
分
か
る
、
猫
ほ
萬
暦
朝
鮮
の
役
に
於
て
、

鳥
銃
で
あ
ら
う
が
、
鳥
銃
は
日
本
よ
り
支
那
に
傳
は
う
し
　
日
本
軍
の
鳥
銃
が
ひ
ご
く
朋
軍
朝
鮮
軍
を
苦
し
め
π
事

も
の
に
非
す
し
て
、
支
那
よ
り
臼
本
に
傳
は
つ
把
も
の
で
　
は
、
趙
子
頼
の
恭
進
呈
機
銃
疏
（
萬
暦
三
十
一
年
八
月
二

あ
る
ご
云
ふ
朝
鮮
人
の
傳
説
は
、
固
よ
り
鳥
銃
の
支
那
よ
　
十
七
日
紳
器
譜
）
に
、
倭
奴
止
以
二
飛
轡
言
言
銃
手
三
千
う

り
日
本
に
傳
は
つ
た
こ
云
ふ
事
實
を
誇
諾
す
る
も
の
で
は
　
慧
爲
二
前
騙
ハ
懸
軍
深
入
、
不
レ
勢
二
鈴
力
ハ
抗
二
我
両
國
ハ
我

な
い
が
、
鳥
銃
は
熊
掌
以
前
よ
り
、
支
那
に
於
て
あ
っ
π
　
以
二
両
國
全
力
一
越
レ
能
レ
制
二
倭
死
命
噛
騰
馳
電
撃
而
前
、
從

も
の
で
あ
る
ご
云
ふ
事
實
の
、
一
の
傍
謹
こ
な
る
べ
き
も
容
虚
幻
而
退
、
不
三
民
諸
当
場
全
＝
首
領
↓
至
二
於
倭
衆
｝
亦

臣
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
レ
無
レ
多
こ
損
失
剛
則
鳥
銃
之
利
一
一
於
軍
用
一
也
、
亦
甚
彰
彰

　
此
の
如
く
畑
物
は
最
初
に
葡
萄
牙
人
よ
り
傳
翻
し
た
も
　
朋
著
奥
．
大
都
叢
誌
久
享
二
承
季
ハ
末
三
嘗
究
二
心
鳥
銃
ハ
毎
毎

の
＼
様
で
あ
る
が
、
支
那
に
於
て
實
載
に
用
ひ
ら
れ
て
効
故
意
求
レ
短
、
籍
レ
懸
賞
抑
、
以
快
ご
校
撃
手
在
国
鳥
銃
一
叉
無
ニ

カ
あ
り
し
も
の
は
、
日
本
傳
來
の
鳥
銃
で
あ
っ
た
事
は
、
　
他
短
可
一
レ
議
云
々
の
文
あ
り
、
朝
鮮
の
懲
紫
録
（
朝
鮮
古



書
列
行
軍
本
懲
懇
録
一
、
一
二
頁
）
術
州
陥
落
の
記
事
に
、

倭
野
伏
二
橋
下
馬
以
二
鳥
銃
一
中
二
軍
官
嚇
墜
一
馬
、
斬
レ
首
而
去
、

我
軍
望
見
奪
レ
氣
、
俄
而
極
大
至
、
以
二
鳥
銃
十
徐
　
衝
レ
之
、

中
者
即
蜷
、
李
鑑
急
呼
二
軍
人
ハ
登
　
射
矢
ハ
数
十
歩
諏
墜
、

不
レ
即
し
傷
レ
敵
の
文
あ
り
、
北
溢
兵
使
韓
克
誠
が
清
正
の
兵

ご
海
汀
倉
に
會
黙
し
π
る
時
の
記
事
（
懲
紫
録
一
、
一
二

頁
）
に
、
北
兵
善
騎
射
、
地
二
季
術
、
乃
左
右
迭
出
、
且

馳
且
射
、
賊
不
レ
聡
し
支
、
退
入
二
倉
中
噛
時
日
単
声
、
軍
士

欲
下
少
休
、
侯
二
上
出
門
明
認
復
戦
b
克
誠
不
レ
賄
、
揮
二
十
軍
ハ

園
レ
之
、
賊
蛮
二
二
中
雫
石
↓
列
概
爲
ン
城
、
以
避
二
矢
石
↓
從
二

塁
中
一
多
登
二
鳥
銃
ハ
遊
軍
櫛
比
而
立
、
重
盛
如
レ
束
、
中
中

貫
穿
、
或
一
九
艶
こ
三
四
人
置
鶴
翼
潰
の
文
あ
り
、
田
本
軍

大
同
江
渡
河
前
の
形
勢
を
叙
し
た
る
記
事
（
懲
態
録
一
、

ニ
ム
ハ
頁
）
二
、
山
ハ
七
平
骨
二
鳥
銃
一
到
二
部
噛
雨
中
向
レ
二
面
、
聲

響
甚
肚
、
丸
取
レ
江
入
レ
城
（
季
壊
、
、
遠
者
入
二
大
同
館
「
散
剥

落
琵
陰
雨
幾
千
鯨
歩
、
或
中
二
城
縷
柱
、
深
入
数
寸
の
丈
あ

り
、
朋
將
韻
承
訓
の
李
壌
回
徴
職
の
記
事
（
懲
態
鎌
一
、

三
三
頁
｝
に
、
天
兵
甲
二
七
里
門
一
入
、
城
内
路
狡
多
二
委

巷
ハ
馬
足
不
レ
可
レ
農
、
賊
依
レ
瞼
斑
、
翫
二
登
鳥
銃
｛
史
游
撃

（
史
儒
）
中
レ
脚
継
艶
、
軍
馬
多
死
、
途
惑
レ
軍
の
文
あ
り
、

蔚
山
の
戦
に
陣
す
る
丈
書
（
懲
馬
添
十
四
、
馳
啓
天
兵
進

攻
蔚
山
與
賊
相
持
朕
）
に
、
賊
難
二
城
上
孔
穴
一
多
放
二
鳥

銃
↓
天
兵
二
面
軍
、
多
二
二
損
傷
一
の
文
あ
り
、
知
る
こ
ご
は

出
域
る
、
朝
鮮
の
鳥
銃
は
懲
紫
録
（
懲
附
録
一
、
三
頁
）
に

煙
る
ご
、
萬
暦
十
八
年
目
天
正
十
九
年
）
に
漂
動
の
宗
義
智

が
購
つ
π
の
が
始
ま
り
こ
云
ふ
こ
ご
で
あ
る
か
ら
、
朝
鮮

軍
の
H
本
烏
竹
の
爲
め
に
苦
ん
だ
こ
ご
は
仕
方
も
な
い
事

で
あ
る
が
、
明
軍
が
火
砲
即
ち
大
砲
を
用
ひ
て
日
本
軍
を

苦
し
め
陀
～
め
る
に
拘
ら
す
、
猶
ほ
鳥
銃
を
利
用
す
る
こ

ご
が
出
律
す
、
却
っ
て
日
本
軍
の
鳥
銃
の
爲
め
に
苦
し
ん

だ
こ
ご
は
、
初
め
葡
萄
牙
よ
り
傳
濡
し
た
る
鳥
銃
は
用
ひ

ら
る
、
に
至
ら
す
後
に
日
本
よ
り
傳
は
る
様
に
な
っ
て
始

第
二
巻
　
　
概
　
究
　
　
支
那
に
於
け
ろ
近
世
火
器
の
傳
來
に
就
て

第
四
號

四
七
　
（
五
九
九
）



　
　
　
第
ご
巻
　
　
叢
　
設
　
　
中
學
校
に
於
け
る
両
彊
更
数
授
に
つ
い
て
　
　
　
．
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
四
八
　
（
六
〇
〇
）

め
て
用
ひ
ら
る
、
様
に
な
り
し
も
、
猫
ほ
其
用
途
は
未
だ
　
難
を
面
す
る
こ
こ
ろ
で
、
到
底
十
分
な
る
効
果
を
牧
め
る

贋
か
ら
す
試
製
造
も
未
だ
日
本
の
精
に
及
ば
な
か
っ
た
事
　
こ
ご
は
出
來
ま
い
ご
思
ふ
。
歴
史
は
一
つ
“
き
に
な
っ
て

實
を
謂
明
す
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
9
　
　
　
　
　
　
　
居
る
か
ら
、
一
時
代
だ
け
切
り
放
し
て
敷
へ
る
こ
ご
は
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
で
あ
る
ご
考
へ
る
人
が
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
歴
史
の

　
　
　
　
　
　
墾
販
　
　
　
　
　
州
訳
　
　
　
　
　
　
　
　
綱
目
ば
か
り
を
全
体
に
亘
っ
て
敷
へ
る
よ
り
も
。
寧
ろ
比

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
較
的
重
要
な
る
時
代
だ
け
を
細
か
に
敷
へ
て
、
他
の
時
代

　
　
　
中
學
綾
に
於
け
ろ
西
洋
史
　
　
　
を
省
直
し
把
方
が
よ
一
は
あ
る
ま
い
か
・
然
ら
ば
何
を
標

　
　
・
教
授
に
つ
e
て
　
　
　
　
　
　
警
し
て
取
捨
す
べ
き
で
あ
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
さ
て
中
學
稜
倉
施
行
規
則
を
見
る
に

　
　
　
　
　
　
董
博
士
新
「
見
吉
治
　
　
歴
史
は
歴
史
上
華
な
る
事
蹟
を
智
し
め
・
肚
會

F
我
國
の
中
學
捜
に
於
け
る
西
洋
史
科
は
、
敷
授
時
聞
の
　
　
　
の
愛
翫
、
．
邦
國
盛
衰
の
由
る
所
を
理
画
せ
し
め
、
特

少
い
罰
合
に
敷
授
要
目
が
多
過
ぎ
る
嫌
が
あ
る
。
從
て
敏
　
　
　
に
我
國
の
登
達
を
詳
に
し
、
國
体
の
特
異
な
る
所
以

科
書
の
記
述
が
段
々
簡
箪
に
な
り
、
眞
に
綱
目
を
墓
ぐ
る
　
　
を
朋
に
し
、
鍛
て
國
民
性
格
の
養
成
に
資
す
る
を
以

だ
け
で
あ
る
○
而
か
も
敷
師
が
敷
術
し
説
朋
を
加
へ
や
う
　
　
　
て
要
旨
こ
す
○

こ
す
る
ご
、
時
間
が
足
ら
な
く
て
困
る
こ
い
ふ
檬
子
で
あ
　
　
　
歴
史
は
日
本
歴
愈
愈
外
國
歴
史
こ
し
、
日
本
歴
史
に

る
。
私
の
考
で
は
今
日
の
規
定
の
…
糠
に
西
洋
史
全
体
に
亘
　
　
　
於
て
は
國
初
よ
り
現
時
に
至
る
ま
で
の
重
要
な
る
事

り
葉
軸
す
る
こ
ご
は
、
如
何
な
る
直
孫
あ
る
敷
師
で
も
困
　
　
　
歴
を
授
け
、
外
掛
歴
史
に
見
て
は
世
界
大
勢
の
墾
遷


